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【地域や時代背景】
私たちが暮らすこだま地域には、地域の特色を生かして活性化を図る多くの団体が
存在し、伝統ある祭りや特色あるイベントなどを通じて、地域を想う温かな気持ちが
込められた運動が行われています。しかし、地域における担い手の減少や若い世代の
関心の薄れが進む中で、かつてのような賑わいを取り戻すことが難しい現状がありま
す。1市3町それぞれに地域を想う団体や人の力があるものの、こだま地域全体として
同じ目的のもとに一体となって運動する機会は少なく、各団体の活動が個々の範囲に
とどまっているのが現状です。豊かな自然や温かな人のつながりといった地域の強み
を持ちながらも、その力を十分に発揮しきれていないことは大きな課題であり、この
ままでは地域の魅力や誇りが次第に失われてしまうのではないかと考えます。
【背景から事業を行う目的】
私が考える地域活性化とは、地域住民の笑顔を増やし、楽しみを共有できる場を広
げていく事だと考えます。地域に笑顔が増えれば心が明るくなり、地域に愛着が生ま
れ、次の世代にも誇れる、こだま地域として受け継がれていく事を目的とし運動を展
開してまいります。今こそ、地域団体の垣根を越え、若者が中心となり、こだま地域
全体が一つとなって未来を見据えた新たな連携を築くときです。まずは団体同士の交
流が必要不可欠になります。互いを知り、つながりを深める事で情報を分かち合い、
同じ志をもって連携することで、より大きな力になり、より多くの地域住民を笑顔に
し、「こだま地域が大好きだ」と思っていただける事が、地域活性化に繋がります。
【事業の結果】
私たち若い世代が率先して連携し、運動を行ったことによって、地域団体との絆を
深め、地域をより良くしたいという共通の想いを持つことで、その一歩が、やがて社
会全体の課題をも乗り越える力となり、未来を切り拓くことができる次世代のリー
ダーが増えると確信します。そして、LOM内にも連携することの大切さを感じていた
だき、委員会の垣根を越えて、メンバー全体で協力し運動する事の大切さを実感しま
す。一人ひとりの運動によってこの地域を活性化し、明るく豊かな沢山の出会いあふ
れるまちに発展させ、地域愛の向上につなげることができると確信します。
【結びに】
入会2年目の私に対し委員長という機会を頂きましてありがとうございます。これま
で多くの方の助けやサポートがあったおかげで今の自分があります。挑戦することを
恐れず、委員長という役を通じて自分自身のさらなる成長を目指すとともに、仲間と
の絆をより深め、こだま地域をさらに明るい笑顔あふれるまちにする為に、1年間全力
で楽しみながら、挑戦していきます。どうぞよろしくお願いいたします。
【事業計画】
3月例会の開催



7月例会の開催
【事業予算】
1,100,000円


